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中国の大衆路線教育とモンゴル人の文化活動 
―通遼市の老年ウラーンムチルを事例に― 
T・アルタンバガナ 
 
はじめに 
本稿では、中国共産党の大衆路線教育1に影響されたモンゴル人の文化活動につい
て検討する。具体的には、通遼市の老年ウラーンムチル芸術団体の活動を事例として
取り上げる。その際、中国共産党の大衆路線教育とはいかなるものであったのか、さ
らに、それが政府官員（官僚）2らに対してどのように影響していたのかについて解
明したい。特に、その大衆路線教育下でのモンゴル人政府官員の文化活動はどのよう
なものであったのか。彼らはなぜ数多くの歌舞団体の中からウラーンムチルという名
前を選ぶことしかできなかったのか。個人は集団にどのように対処すべきか。その仕
組みについて検討したい。 
中国には、共産党員や政府官員らに対する政治教育と社会教育として定期的に行わ
れる「大衆路線教育」と呼ばれる教育がある。その内容は、主に、マルクス・レーニ
ン主義、毛澤東思想、鄧小平の理論などにより構成されたものである。中国政府は、
共産主義の先導者であるマルクス・レーニンの主義を教えることによって共産主義社
会が実現すると考えている。また、党員・官員らを模範的な人物に育成するために、
マルクス・レーニン主義や実践などの教育を行う。さらに、党員・官員の中から模範
的な人物の事例を紹介し、大衆路線教育の柱とする。以上が中国の大衆路線教育の基
本的な概要である。 
中国のこの大衆路線教育の下では、共産党のいわゆる「英雄的」、あるいは「模範
的」とされる人物が数多く扱われてきた。有名な人物に、張思徳、焦裕禄、雷鋒、王
進喜、孔繁森、牛玉儒などがいる。中国政府は、彼らの事例を、学校では学生に歴史・
政治・哲学・言語3などの授業を通して教えているが、社会では政治・社会教育とし
ての大衆路線教育を通して教えている。本稿を通して、こうした教育の下でのモンゴ
ル人政府官員の文化活動について考察する。さらに、本稿は中国政府や共産党という
集団に対する個人の行為とは何かを明らかにする。そのため、まず個人と集団の関係
について言及する。 
 
1. 個人と集団の関係 
個人はなぜ集団に属するのか。個人と集団は一体どのような関係であるのか。まず
個人について、H.C.トリアンディスは、「個人は、個人主義的認知要素と集団主義的
認知要素の両方を備えている」という（H.C.トリアンディス 2002[1995]：9）。この  
                                                   
1 中国語では群衆路線教育という。 
2 政府の幹部・職員。 
3 本来は国家共通語（国語）のことを指すが、中国では、漢族のほかに 55の少数民族がいるため、中
国語（国語）以外にも自民族の言語で教育を受ける場合がある。ここで言う「言語」とは、中国の共通
語である中国語（普通話）と 56民族それぞれの言語を指す。 
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個人主義（Individualism）と集団主義(Collectivism)は 18～19 世紀に英国の政治思
想家の中で初めて用いられた（H.C.トリアンディス 2002[1995]：20）。H.C.トリア
ンディスは個人主義については、「緩やかに結びついた人々が織りなす社会的パター
ン」とし、集団主義は「親密に結びついた人々が織りなす社会的パターン」であると
指摘した（H.C.トリアンディス  2002[1995]：2）。前者は、個人は集団と無関係で
あり、自分の嗜好、要求などによる独自に動く。そして他者の目標より自分自身の目
標を優先させる。また他者と関係を持つ際、利点と欠点を合理的に判断する。後者は、
自分を一つ以上の集団、つまり家族、仕事仲間、一族、国の一員と見なし、集団の規
範・義務に動機づけられる。自分自身の目標よりも集団の目標を優先させる。また集
団においてメンバーの団結を重視する。 
トリアンディスは個人に対し、集団という用語を用いる。しかし、ルイ・デュモン
は、「社会は二種類に分けられる。『個人』が至上の価値とされている場合、これを私
は個人主義と呼ぶ。それと対照的に、一つの全体としての社会に価値が見いだされて
いる場合、これを全体論（ホーリズム）と呼ぶ」という（R・デュモン 1993[1983]：
41）。デュモンは、トリアンディスの個人主義と違って全体論、さらに全体主義とい
う定義を用いる。デュモンによれば、「全体主義とは『個人主義が深く根を下ろし支
配的である社会で、それを全体としての社会のもとに従属させようとする試みから生
まれる』近代社会の病いである」（R・デュモン 1993[1983]：227）。さらに、アグネ
ス・ヘラー（1976）は個人と対照的に共同体という概念を用い、それを社会、集団、
大衆と関連し、分析している。 
ヘラーは個人と社会、個人と集団、個人と大衆の関係を個人と共同体の問題と区別
し、境界を設けておかなければならないという（A・ヘラー1976[1976]：1）。ヘラー
は、まず個人と社会の結びつきについては、「最高の社会的統合がそれ自体共同体的
性格を帯びる場合には、個人と共同体の結びつきと同じである。この種の統合の最後
のものは種族及び部族である。所与の社会が格差を持ち、構造化すればするほど、社
会自体はますます人間の共同体を形成しえなくなる」と主張した（A・ヘラー
1976[1976]：2）。また、個人と集団の関係については十分偶然的なものであり、私が
どの集団（居住区、職業、工場）に属するのかは偶然的なものであると言う。しかし、
「これらの要因はまた非偶然的なものにかわり、私の個性が、私の所属する集団に刻
みこまれる度合いに応じて、『私の』集団は徐々に共同体となっていく」と述べてい
る（A・ヘラー1976[1976]：3）。そして、大衆については、このように定義した。「大
衆とは、一定の行動に大勢の人間が寄り集まったものであり、その行動は共通の『エ
キストラ役』をするに共通の行為を通して表現される。両者、即ち共通の行為及びエ
キストラ役は偶然的でありうる（例えば劇場火事のときの反応）が、非偶然的でもあ
りうる（例えばデモの場合）」（A・ヘラー1976[1976]：7）。「集団とか共同体は決し
て『大衆』たりえない。なぜならば、集団や共同体はつねに階層化され、編成されて
いるが、一方大衆の方は、全然階層化されず、編成もされずに一緒になって行動する
ことができる」（A・ヘラー1976[1976]：8）。 
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A・ヘラーの分析から、最高の社会的統合を共同体とした場合は、個人としての「個
性」を強調すればするほど、共同体の「機能」はなくなるという理屈が読み取れる。
また個人はどの集団に属するのは完全に偶然的なものであり、それが徐々に非偶然的
なものに変わり、個人（私）の「個性」が集団とともに、共同体になることが分かる。
これに対し、大衆とは一定の行動に偶然的や非偶然的に集まった大勢の人間のことを
指し、それが集団や共同体と異なって階層化されないという。 
以上のこうした理論において、大衆路線教育を主張する共産党という集団の行為に
対し、個人の行為は如何なるものであるのか。ウラーンムチルの組織者であるゲンデ
ー老人の行為は個人と集団とどのようにかかわっているのかを検討する。以下は中国
の大衆路線教育とは何かについて解説する。 
 
2. 大衆路線教育とは 
まず大衆路線教育とは何か。中国では、共産党員や政府官員らに対して「大衆路線」
と呼ばれる政治教育と社会教育を行う。大衆路線教育とは、文字通りには、大衆向け
の教育を意味する。しかし、それは中国ではどのようにして行われているのか。周原
氷は、『論大衆観点と大衆路線』（1949）を書き、大衆についてこのように解釈してい
る。 
  
「もし『大衆』というこの二字を字の意味から解釈すれば、もちろん『個人』
と対立したものである。一人では、けっして『大衆』とはいえない。数の多い人
間を、はじめて大衆ということができる。この意味からいって、四、五人が一緒
にいれば、この四、五人は大衆である。十人か二十人が一緒にいれば、この十人、
二十人が大衆である。一つの村、一つの区にまで広げると、この村、この区の全
人民は公務員も含めて大衆であり、さらに、一つの階級、一つの民族、一つの国
家まで広げれば、この階級、この国家、この民族の一人一人が大衆の一分子であ
る。これをさらに、全人類社会にまで拡大すると、これもみんな大衆である。広
い意味での『大衆』とは、このようなものである。」（周 1956［1949］：35－36） 
 
中国では大衆に修辞語の人民を加えて人民大衆とも言う。毛澤東は「人民大衆とは
何か。もっとも広汎な人民、全人口の 90 パーセントを占める人民は、労働者・農民・
兵士及び都市小ブルジョアである」と語った（毛 1956［1942］：22）。そして、周
原氷は大衆に対し、「大衆路線は、すべてを大衆のために、すべて大衆を通ずるとい
う一種の政治上、組織上、活動上の基本方針である」と定義した。（周 1956［1949］：
90）。H.A.Steiner(シュタイナー)は、「大衆路線の範囲は主に宣伝から行政まで広が
っている」（H.Arthur Steiner 1951：422）と言い、大衆路線は、「宣伝政策として
の公共政策であり、党内の仕事であり、国内行政であり、他の政党との関係であり、
また外交政策でもある」と分析した（H.Arthur Steiner 1951：435）。さらに、Phyllis 
M.Frakt （パークツ）は、毛澤東の大衆路線を Hanna Pitkin や Edmund Burke や
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Jaen-Jacques Rousseau らの思想と比較し、「毛澤東の代表論としての大衆路線は自
由主義価値観と異なっているが、西洋の思想と似ている」と論じている（Phyllis 
M.Frakt 1979：684）。 
小島朋之（1985）によれば、中国の大衆路線には以下の五点の特徴があるという。
第一に、それは、何よりまず毛澤東の「立場、観点、方法」である。第二に、大衆路
線の根底には、大衆に対する党の無限信仰がある。第三に、党と大衆との間の不断の
直接的な意思交流（communication）を要求する。第四に、現実の大衆路線では、党
が「学ぶ」べきはずの大衆は党によって指導される対象として位置つけられる。第五
に、いかにして大衆を効果的に指導するのか、という指導工作の方法でもある（小島 
1985：8－9）。 
それでは、大衆路線教育はいかにして毛澤東の「立場、観点、方法」に立っている
のか。中国の『理論戦線』（1960 年、第 2 期）という雑誌では、「毛澤東同志は人民
大衆の力を無限に信頼している。毛澤東同志は党の大衆路線の創作者である。大衆路
線の模範的な実行者でもある」と述べられている（王、朱 1960：24）。王修章と朱
文華は、さらに「中国の民主革命の勝利と社会主義革命の勝利と社会主義建設の勝利
は、すべて毛澤東同志がマルクス・レーニン主義の普遍的真理を中国の革命の実践と
結合した結果である。これはまさしく毛澤東思想の勝利である。これは、さらには党
中央の正確な指導による勝利であり、党の大衆路線の勝利でもある」と主張している
（王、朱 1960：24）。王、朱の主張するように、大衆路線教育が毛澤東の「立場、
観点、方法」に立っているのは、彼が大衆路線の創作者でありながら、また中国革命
の先導者でもあったからである。 
 
 
そもそも、大衆路線教育はいつから始まったのか。劉全勝は「1950 年代『大衆路
線』下の中国の学習活動」を書き、「1936 年 12 月、毛澤東は初めて学習の問題を論
写真 1 共産党の大衆路線教育の実践活動に関する展示パネル 
出典：2016年 3月、筆者が撮影したダルハン旗ウラーンムチルの壁新聞。 
 
 66 
じるようになった」と述べている（劉 2006：3）。また小島は「大衆路線、統一戦
線、人民戦争、思想改造、自立更生などは 1930 年代の農村における革命根拠地、紅
軍および土地革命に代表される農村工作重点主義の所産であった」と指摘している
（小島 1985：17）。小島の指摘した通り、大衆路線は、最初は農村で行われていた
教育4であり、通常は農民大衆路線と呼ばれていた。当時、「中国の農民は、全人口の
80％を占めており、全国的な規模で、人民大衆の多数のことを考えるということは、
主として農民のことを考えるということである」（劉 1959［1945］：78）。それが、
共産党の発展とともに、徐々に農村から都市へと、さらに多くの階層を含むようにな
った。後の時期における「大衆」は、労働者、農民、兵士（軍人）、教職員や学生な
どを含む概念となっている（写真 1 を参照）。 
次に、小島が「大衆に対する党の無限信仰がある」というのは、「党は大衆から離
れないもの」である。なぜならば「大衆は力」であるからだ。1934 年 1 月 27 日、毛
澤東は江西省瑞金で開かれた第二回全国労農代表大会で「大衆生活に心をよせ・活動
方法に注意せよ」という話題で演説を行った。当時、大衆は国内において国民党、国
外において帝国主義の列強らに抵抗する力として重要視されていた。毛澤東は「革命
戦争は大衆の戦争であり、大衆を動員しなければ戦争をすることはできないし、大衆
に頼らなければ戦争をすることはできない」（毛 1952［1934］：206）と述べ、「本
当の金城鉄壁はなにか。それは大衆だ。真心から革命を支持する幾百万、幾千万の大
衆だ。これは、どのような力にも打ち破れない、決して打ち破れない、本当の金城鉄
壁なのだ」と語った（毛 1952［1934］：210）。 
毛澤東が言う通り、党は大衆に頼ることこそが、党の大衆に対する無限信仰である。
そのため、党は大衆から離れではいけない。そして、党は大衆と離れない方法として、
身分を大衆と一つにすることだ。「もしも、大衆の支持を得ようと思えば、もしも、
大衆にその全力を戦線に投げ入れさせようと思えば、大衆と一つにならなければなら
ない」と毛澤東が語った（毛 1952［1934］：209）。またもう一つの方法としては、
党員・官員らを「英雄的」、「模範的」人物への育成することだ。毛澤東は「英雄的」、
「模範的」人物は大衆にとって、このような効果があるという。第一は、彼らは模範
人として率先する効果である。第二は、彼らは大衆にとって核心的な効果である。第
三は、彼らは幹部と大衆の中で架け橋の効果である（毛 1955［1945］：147）。また
「われわれの指導するすべての地方には、疑いもなく、多くの積極的な幹部、大衆の
中から生まれてきた非常に立派な活動家の諸同志が存在する」と毛澤東が語った（毛 
1952［1934］：211）。毛澤東が語る積極的な幹部や立派な活動家というのは、つまり
張思徳、焦裕禄らのような人物を指す。それでは、張思徳、焦裕禄らはどのような人
物であるのか。 
                                                   
4 この場合は宣伝教育ともいう。 
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張思徳は、毛澤東によって「人民のために尽くす」5模範的な人物であるという名
誉が与えられた人物である。毛澤東は国家主席であるため、彼によって得られた名誉
は偉大で魅惑的なものである。こうした名誉が与えられた人物は、当然、大衆に宣伝
されることになる（写真 2 を参照）。  
 
だが、張思徳らはいかにして国家のトップである毛澤東らに認められたのか。『江
漢学報』（1965 年 7 月 20 日付、第 10 期）の記事によれば、張思徳は四川人である。
彼の父親は長期的な雇用労働者6であった。彼は 12～13 才から父親を手伝い、除草や
放牧などの労働に参加していた。彼は、1933 年から革命へ参加し、同時に中国共産
主義青年団員になった。彼はその後に、中国共産党員にもなった。彼は勇敢な戦士で
ある。ある日、彼は敵と戦って、一人で二挺の機関銃を奪うことができた。またある
日、茂州で一人の青年戦士が二人の敵に追いかけられていた状況をみて、身の危険を
顧みず奮闘し、敵と戦って勝利した。さらに彼は共産党兵士らの長征中、雪山や草地
を何度も渡った経験がある。彼は日常生活的にも非常に素朴で勤勉な人である。軍隊
の中では班長という職務を得ていたにもかかわらず、警備員の職務にも携わっていた。
彼は人民を愛しているからこそ、人民は彼のことを愛している。彼は、村人に毛主席
の良い戦士であると言われた。しかし、そうした彼は、1944 年 9 月 5 日に、炭窯で
働いていた時、炭窯が潰れ、光栄ある犠牲となった。彼の死後、毛澤東は追悼式で、
彼を「人民のために尽くした」模範的な人物だと評った。彼が毛澤東によって認めら
れた後、その名は全中国で知られるようになったという。 
2004 年、中国政府は彼の模範的事跡を記念するために『張思徳』という映画を作
った。この映画について『政工研究動態』（2004 年、第 20 期）では、「60 年前、毛
澤東は張思徳の追悼式で『人民のために尽くす』というテーマで著名な演説を行った。
                                                   
5 中国語で「为人民服务」と言う。 
6 政府の課す農業税を払うことができないため、地主に土地を売り、さらに地主の下で長期的に、或い
は短期的に雇用される雇用労働者を指す。 
写真 2 党の「模範的」人物である焦裕禄、雷鋒、王進喜、張思徳の写真。 
出典：2016年 3月、筆者が撮影したダルハン旗ウラーンムチルの壁新聞。 
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60 年後、『張思徳』という題名の映画が作られた。八路軍戦士である彼は、炭窯で働
いていたときにわずか 29 才の若さで他界した。だが、彼の平凡でない事跡は、世間
の人々によって復活した」と紹介されている（永 2004：7）。彼のこうした事跡は
政府官員・共産党員により、今日まで伝承されている。2013 年 9 月 18 日付の四川省
の『企業日報』では、「張思徳の精神と社会主義の核心的な価値観」という題名で報
道された。2015 年 12 月 20 日付の『人民武警報』では、「あなたは永遠の灯りだ」と
報じられた。このように、彼らの「英雄的」、「模範的」ストーリーは、まず国家のト
ップらの認可を得る。その後、マスメディアの宣伝を経て拡散される。そして、教科
書で教育の素材として取り上げられることになる。 
焦裕禄については、内モンゴル自治区のダルハン・ホショー7におけるウラーンム
チル芸術団体の大衆路線の壁新聞では、以下のように書かれている（写真 3 を参照）。 
 
焦裕禄は 1922 年の生まれで、山東省の博山県の出
身である。彼は貧乏な家庭で育った。1946 年に中国
共産党に入党した。1962 年に共産党の指示を受けて
蘭考8というところにやってきた。当時、我が国の国
民の経済は困難な局面にあった。砂漠化、洪水、土壌
の塩類化などの自然災害が頻発し、農業の生産性は低
くて大衆の生活は苦しかった。この時、焦裕禄同志が
来て幹部と大衆に高度な革命精神からなる思想教育、
階級教育、革命伝統教育を行った。彼の思想教育の下
で県の幹部と人民大衆は河を作り水利を確保し、砂漠
化を防ぎ、土壌の塩類化を弱めるための「三害」と言われる闘争を行った。焦裕
禄同志は中国共産党の忠実な戦士である。仕事して 18 年以来、特に蘭考での仕
事の間、彼は一切の困難を恐れず、死をも恐れなかった。彼は、徹底して人民に
奉公する鞠躬尽瘁9という精神を持ち、働き続けた。不幸にも、1964 年 5 月 14
日に鄭州病院で逝去した。しかし、彼は死ぬ前に一つの願いを言い残した。「私
が死んだら、蘭考に運んでください。そして、砂の中に埋めて下さい。生きてい
る間には、蘭考の砂丘を治める事ができなかったので、死んでも蘭考から離れず、
あなたがたがどのように砂丘を治めてゆくのかを見たいのです」。 
 
以上に引用した壁新聞は、筆者が 2016 年 3 月中旬に撮影した写真に基づいて翻訳
し、整理したものである。だが、焦裕禄についての新聞記事は 1966 年からすでに出
されている。中国政府が彼らの「模範的」事例について宣伝するのは、彼らが党員・
官員でありながら、常に社会の基層で働き、大衆の中に入り込み、身分を大衆と一緒
                                                   
7 通遼市の科爾沁左翼中旗を指す。モンゴル語ではダルハン・ホショーと言う。 
8 河南省の蘭考県を指す。 
9 全力をつくすこと。 
写真 3 焦裕禄の壁新聞。 
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写真 4 ホルチン区戯曲劇団の孟団長 
出典：2016年 3月、筆者の撮影。 
 
にしたからである。これはまた、政府の「大衆に対する党の無限信仰がある」や「大
衆の中から大衆の中へ」などといった理念につながろう。中国政府は、彼らのこうし
た事跡を新聞や雑誌に掲載し、さらに教科書の内容として編集し、学生や社会人に対
して教育する。学校では教科書を通じて勉強させるが、社会では政治教育や社会教育
としての大衆路線により指導が行われる。 
2016 年 3 月、筆者は通遼市のホルチン区
戯曲劇団を訪れ、当時、団（隊）長10であっ
た孟
もう
氏が隊員に大衆路線教育を行っている
場面に逢った。筆者は、孟団長に大衆路線
教育の内容について確認し、その教育の流
れについて尋ねた。孟団長は、「大衆路線教
育は隊員に対して必ず行う教育である。毎
年、一冊～二冊の本を読み、その感想を書
くことである。場合によっては、大衆の中
に入り込んで実践することもある」と語っ
た（写真 4 を参照）。孟団長の持っていた大衆路線教育の本は A4 判で約 150 ページ
にのぼり、その中ではマルクス・レーニン主義、毛澤東思想、鄧小平理論などの思想
教育をメインにした内容が取り扱われている。当然ながら、張思徳、焦裕禄のような
「模範的」人物の事例は欠かせない。これは大衆路線教育の根底であり、党の大衆に
対する無限信仰である。しかし、共産党はなぜこのような教育を行わなければならな
いのか。これは、つまり小島がまとめた大衆路線教育の第三、第四、第五の特徴と関
連するからである。 
小島は大衆路線の第三の特徴として、共産党は大衆との間に意思交流を行う必要が
あると述べている。党は大衆と交流を行い、大衆を教育し、大衆の意識を高め、大衆
を前進させる。しかし、共産党は大衆をいかなる方法で前進させるのか。共産党はな
ぜ意思交流の相手を大衆と決めているのか。 
共産党が大衆との間で意思を交流させることの重要性については、『共産党宣言』
を作ったマルクスとエンゲルスの主義と理論が多く取り上げられている。大衆路線の
中では、マルクスとエンゲルスの『聖家族』（1844 年）の翻訳が大量に引用されてい
る。例えば「歴史の活動は大衆の活動であり、歴史の活動の高まりにつれで大衆の範
囲も拡大している」と論じた箇所が引用されている（マルクス・エンゲルス 2013
［1844］：1）。中国政府は、マルクスとエンゲルスが『共産党宣言』の中で語った、
大衆運動と関わる内容についても取り上げている。それは、「過去のすべての運動は
少人数の運動である。或いは小人数の利益のための運動である。だが、プロレタリア
ートの運動は多人数の運動であり、多人数の利益のために独立した運動である」（マ
ルクス・エンゲルス 2013［1847］：2）という記述であり、『論大衆路線（大衆路線
を論ず）』（2013 年）という中国共産党中央文献研究室編の教育参考書の冒頭に掲げ
                                                   
10 以前は隊長と言っていたが、現在は人員の拡大や施設の拡大などにより団長という言い方をしている。 
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られている。さらに、レーニンが「ロシア革命における社会民主党の農業綱領」（1908
年）において述べた「千百万の覚悟された大衆の革命的な行動と大衆の勇敢な気概と
マルクスがパリの工人を鼓舞したプロレタリアートの革命性についての決定的な話
がなければ、独裁体制を倒すことができない」（レーニン 2013［1908］：5）という
大衆運動についての理論などが取り上げられている。これらの理論の基本的な共通点
は、ほとんどが大衆参加への観点を重要視したものである。 
中国共産党は彼らのこうした理論を大衆に対して教育するため、大衆との間に意思
交流を行う必要を持っている。大衆としての多数を代表するプロレタリアートに対し、
少数としてのブルジョワジーは大衆に含まれない。大衆は言葉の意味通り、多数を指
し、多人数の利益を代表するために使われている。「われわれは、プロレタリア階級
の人間性、人民大衆の人間性を主張するし、地主階級・ブルジョア階級は、地主階級・
ブルジョア階級の人間性を主張する」（毛 1956［1942］：48）と毛澤東はプロレタ
リアートに対する大衆性を求める。中国語では大衆を群衆・民衆と言う。また群衆の
前に人民という名詞を付け加えて人民群衆と言い、「人」と「群」を省略して民衆と
も言う。大衆にせよ、群衆・民衆のいずれにせよ、マルクス・レーニンらが「プロレ
タリアート」と呼んだ多人数を代表する人々の集まりを指す。共産主義革命の推進者
と実現者はそうした人々の集まりを教育し、共産主義社会を作りたいという考えが、
大衆を意思交流の相手として選んだ理由であろう。 
小島は大衆路線の第四の特徴として、党が「学ぶ」べきはずの大衆は党によって指
導されている、と指摘している。それでは、まず党はなぜ大衆に「学ぶ」のか。「毛
澤東同志は、つねに、われわれに、大衆に教えるまえにまず大衆から学べと教えてい
るのである」（劉 1959［1945］：72）と中国の元の国家主席であった劉少奇が強調
し、さらに「わが同志たちが、虚心に人民大衆から学び、大衆の知識と経験をよせあ
つめ、それを系統的なより高い知識に変えた場合にのみ、彼らは具体的に大衆の自覚
をよびさまし、大衆の行動を指導することができるのである」（劉 1959［1945］：
72）と党は大衆から「学ぶ」重要性について語る。劉少奇のこの話は、つまり毛澤東
の「組織せよ」という演説などにつながると考える。1943 年、毛澤東は大衆から学
ぶことについて「われわれは、大衆の中に入り、大衆から学び、大衆の経験を総合し、
それらを一層系統だった道理や方策にし、再びそれを大衆に語る（宣伝する）ととも
に大衆にその実行を呼びかけ、大衆の問題を解決して、大衆が解放と幸福を勝ち取る
ようにすべきである」と語っていた（毛 1995［1943］：137）。毛澤東は大衆から学
ぶことは大衆を組織するためであると論ずる。彼のこの話は、また大衆路線の第五の
特徴とも関連する。 
そして、大衆は党に指導されることについては、劉少奇は「人民大衆の解放事業に
おいて、共産党員は、どこにおいても、人民大衆の指導者であり、道案内者でなけれ
ばならないし、それでしかない」（劉 1959［1945］：71）と言い、「革命闘争におい
て、人民大衆は、遠い見通しのきく、しっかりした指導者や道案内者を、切実に要求
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する」（劉 1959［1945］：71）からであると当時の国内外の情勢に合わせて党は大
衆を指導するべき理論を立てる。これは大衆路線の第四の特徴である。 
小島は、大衆路線の第五の特徴として、党がいかにして大衆を効果的に指導するの
か、という問題を指摘している。これは、毛澤東の「大衆の中から大衆の中へ」とい
う教育理念に当たるものである。毛澤東は 1943 年、「指導方法の若干の問題について」
では、「大衆の中から大衆の中へ」を以下のように説明している。 
 
「わが党のすべての実際仕事において、およそ正しい指導は、大衆の中から大
衆の中へ、でなければならない。それは、つまり大衆の意見（分散的な、系統だ
っていない意見）を集中し（研究を通じて、集中した、系統だった意見にかえる）、
これを再び大衆の中へ持ち込んで宣伝、説明し、これを大衆の意見にし、これを
大衆に堅持させて、行動に移させ、また大衆の行動の中で、それらの意見が正し
いかどうかを検証する。そして、その後、ふたたび大衆の中から意見を集中し、
再び大衆の中へ持ち込んで堅持させる。このように無限に繰り返して、1 回ごと
に、より正しい、よりいきいきとした、より豊かなものにしていくのである。こ
れがマルクス主義の認識論である。」（毛 1955［1943］：158） 
 
「党が大衆との日常的な直接交流を通じて、大衆が表出する『分散的で、系統だっ
ていない』意見や利益を聴取する。そして表出された大衆の意見や利益を、党が『研
究を通じて、集中した、系統だった意見に変える』。つまり政策を作成するのである」
と小島は分析した（小島 1985：10）。小島の分析した通り、党は、大衆の中での分
散した異論・議論を、系統立てた、統一された意見に加工して大衆に教育しているの
である。 
そして「大衆の中らか大衆の中へ」についての具体的な方法は、張思徳、焦裕禄ら
は党員・官員として基層で働き、農民や労働者とともに様々な経験を経たが、その経
験をいかにして大衆を教育するのかは、共産党の指導者らによる統一された決定と指
示によるものである。その統一された決定と指示が出される前は、新聞や雑誌で報道
することはできない。当然、教科書への記載もできない。それらはすべて共産党の認
可のもとで行われる。共産党が認可を出す前には、彼らのような「英雄的」、「模範的」
な事例についての党による加工が必要である。そして、党に加工された「英雄的」、「模
範的」人物が生まれ、大衆路線教育として教えられる。張思徳、焦裕禄らの、本来の、
人間としての、同志たちの間での助けあいの行動は、共産党によって「党のため」、「国
のため」、「社会のため」、「人民のため尽くす」、「高度な革命精神」、「人民に奉仕する
精神」といった修辞語などが付け加えて加工される。それがマスメディアを通じてさ
らに加工される。そうした一連の過程は、すべて共産党によって指導されたものであ
る。 
以上が、小島が分析した大衆路線教育の概念である。小島は、1985 年よりも前の
中国の政治と大衆路線教育を中心に論じており、特に、毛澤東の大衆路線教育での役
 72 
割に基づき、地方と中央の関係についての議論を展開している。1957 年以後、毛澤
東は、自ら頻繁に地方視察へ参加し、地方幹部や農民大衆と直接交流を行うようにな
った。彼は、地方での視察を経て、「地方幹部と農民大衆の支持を拡大し、その支持
の圧力を背景にして、彼が提案する政策に対する中央の合意を引き出す」（小島 
1985：250）。そして、彼は地方での視察や指導によって、中央および地方における
個人的な権威を浸透させていた。 
実は、小島より以前の研究では、1950 年代にシュタイナーは、毛澤東の大衆路線
について「彼は大衆路線を通して、政権を強化することができる。しかし、彼のこう
した政策は中国人民の最大の利益に合うとは言えない」と批判していた（H.Arthur 
Steiner 1951：436）。またパークツの研究では毛澤東の大衆路線は Pitkin の「共同
体の利益」や Burke の「国家の利益」や Rousseau の「社会の共同利益」 などの西
洋の「政治代表論」と似ているが、「西洋の民主スタイル」や「自由主義」と異なる
と論じている。そして「西洋の民主スタイル」とは、「共同体の利益」というより個
人の利益を優先することであるという（Phyllis M.Frakt 1979：696－701）。 
しかし、当時の中国では、政治権利の集中や走資派11への批判などにより、シュタ
イナーやパークツや小島らのような研究は広がっていない。そして、1980 年代より
前の大衆路線から大衆運動への展開などは、すべて毛澤東の影響を受けたものである。
その大衆運動とは、集団所有制の下での人民公社化「運動」、生産力の拡大を図った
「大躍進運動」、資本主義者として粛清された「反右派運動」、権力闘争としての「文
化大革命運動」等である。これが 1980 年代よりも前の毛澤東の大衆路線教育におけ
る重要な役割であった。 
だが、その後に 1980 年代以降の鄧小平の時代になり、政治第一時代から市場経済
時代へと変わり、大衆路線教育は緩やかな状態に入った。そして、改革開放政策を経
て、江沢民、胡錦濤時代になった。だが大衆路線については、彼らの時代でもそれほ
ど強調されていない。ところが最近、習近平の時代になってから、大衆路線教育は再
び重要視されるようになった。特に、2013 年 6 月 18 日に習近平は「党の大衆路線教
育の実践活動」と題する演説を行い、「党の第 18 回代表大会により、全党で人民のた
めに実務に励み、清廉潔白を主要内容とする党の大衆路線教育の実践活動を展開する
と決定した」（中共中央文献研究室編 2013）。彼のこうした演説により、大衆路線へ
の政治教育が強化された。本稿は、1980 年代よりも前の大衆路線教育に影響された
政府官員であるゲンデー老人の文化活動について検討する。以下では、ゲンデー老人
の老年ウラーンムチルについて見てみる。その前に、ウラーンムチルとは何かについ
て触れておきたい。 
 
 
 
                                                   
11 資本主義の道を歩む実権派の略称。中国の元の国家主席の劉少奇や元の党中央軍事委員会主席の鄧
小平らをはじめ多くの官僚がこのレッテルをはられ打倒された。 
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3. 内モンゴル自治区におけるウラーンムチル芸術歌舞団 
1950 年代に、内モンゴル自治区ではウラーンムチル(Ulaɤan möčir)という芸術（歌
舞）団体が組織された。「ウラーンムチル」とは、「赤色（紅色）12の文化工作（支援・
宣伝）隊」を意味するモンゴル語である。モンゴル人の間では「我々のウラーンムチ
ル（Man-no ulaɤan möčir）」あるいは「我々の子ども(Man-no keüked)」とも呼ばれ
る。「我々の」や「子ども」といった表現から、ウラーンムチルがモンゴル人に愛さ
れていたことが分かる。 
「内モンゴル草原を旅行して牧畜民の生活に接触していく中では、常に『ウラーン
ムチル』という歌舞団体と会ったりする。『ウラーンムチル』とは、モンゴル語で赤
色（紅色）の文化工作（支援、宣伝）隊という意味である」（『人民日報』1964 年 11
月 20 日付）。「文芸工作について、毛澤東は 1942 年 5 月の『延安における文学・芸
術座談会での講話』において、『文芸工作は全プロレタリア革命事業の一部』である
と発言した。全革命事業が一つの『大樹』であるとするならば、文芸工作はその一つ
の『小枝葉』である。牧畜地域における小さな文化工作隊は、枝葉の『新芽』である。
モンゴル語では『ムチル』というのは『新芽』を意味する。『ムチル』を文化工作隊
として代替する。『ムチル』に『ウラーン』という形容詞をつけて『ウラーンムチル』
という。つまり、『赤色の文化工作隊』という意味である」（内モンゴル自治区文化庁
編 1997：80）。「他方、漢語では『烏蘭牧騎 wu lan mu qi』という当て字が使われ
る。『烏蘭』は『オラーン』の単なる音訳であるのに対して、『牧騎』は『ムチル』の
音を表すと同時に、『牧畜民』と『騎馬』の意味も含む。また現に『社会主義文芸軽
騎兵』と音訳もされていることを考えれば、馬に乗って社会主義を実践する牧畜民と
いうのが、『烏蘭牧騎』の字義になろう」（シンジルト 2010：185）。 
ウラーンムチルは内モンゴル自治区の旗（ホショー）13・
県における芸術（歌舞）団体である。中国には 5 つの自治区
があるが、内モンゴル自治区での行政区画の名称は図 1 に示
した通りである。モンゴル語では盟をアイマク、旗をホショ
ー、郷をソムと表記する。このモンゴル語表記は実際にも使
われているが、ここでは便宜的に漢語（中国語）表記を用い
る。 
ウラーンムチルは、上述したように宣伝隊でありながら、芸術歌舞団体としての役
割を果たしている。内モンゴル自治区には様々な国立芸術歌舞団体がある。例えば、
漢人を中心とした京劇団・話劇団・二人台芸術団などがある。また、モンゴル人を中
                                                   
12 「赤い」と「紅い」については、日本語訳や、借用語として使うときは「赤い」を使い、オリジナ
ルの雰囲気を描くときには「紅い」を用いる。また、モンゴルの「ウラーン」（赤い）は、人によっては
「オラーン」「ウラーン」などと表記されることもある。さらに、先行研究では、ウラーンムチルを「オ
ラーンムチル」や「ウランムチ」と表記している。ウランムチは中国語読みである。本稿ではオラーン
ムチルや、ウランムチに対してウラーンムチルを使うようにした。ただし、先行研究を引用する場合は
原文通り「オラーンムチル」や「ウランムチ」と表記し、そのことによってオリジナルの意味を保持す
ることにした。 
13 本稿では、漢字に繋がっている場合は「旗」を用い、片仮名の場合は「ホショー」を用いた。 
内モンゴル自治区 
盟・市（都市） 
郷・鎮（町） 
村 
図 1 
旗・県（区） 
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心とした内モンゴル自治区直属ラーンムチル芸術団・モンゴル族青年合唱団・民楽
団・ウリゲル・モンゴル劇団14などの芸術歌舞団体がある。これらの歌舞団体は、現
在は全て内モンゴル民族芸術劇院に所属している。また、旗・県におけるウラーンム
チルは、首府のフフホト市にある内モンゴル自治区直属ウラーンムチルに所属してい
る。「2007 年の時点で、内モンゴルには 68 のウラーンムチルがあり、自治区の各地
に分布している。各ウラーンムチルは農牧民に対して、毎年平均 100 回以上の公演を
行っている。同時に様々な文化活動に携わっている」（達・阿垃坦巴干,朱嘉庚編 
2007：2）（写真 5 を参照）。 
 
「ウラーンムチルには主に公演と宣伝、指導及び農牧民大衆の生産、生活に奉仕す
る任務がある」（劉増軍，張仲仁編 2012：57）。「公演隊、宣伝隊、指導隊、奉仕隊
の『四隊』はウラーンムチルの基本機能であり、存在価値でもある。この『四隊』の
重点は公演、奉仕は核心、指導は奉仕の一つの形式（方法）である」（劉増軍，張仲
仁編 2012：107）。 
ウラーンムチルの基本機能である公演は、歌舞、演劇、演芸などを含む舞台劇のこ
とを指す。それは牧畜民大衆の文化生活を促すための舞台芸術劇であるが、同時に共
産党政府の政策を宣伝しなければならない。ウラーンムチルの四つの機能のうち、指
導と奉仕とは、大衆を教育することと、自らが大衆と一緒に労働することを指す。 
ウラーンムチルは都市以下の旗・県に置かれた総合的で小規模な文芸工作団体であ
る。ウラーンムチルは、1980 年代よりも前は都市にも置かれていたが、1980 年代以
後は都市からは基本的に撤去された。しかし、国立ウラーンムチルが都市から撤去さ
れたにもかかわらず、ホルチン（科爾沁）大草原で有名な内モンゴルの東部地域の通
遼市では存続することができている。現在、このウラーンムチルを老年ウラーンムチ
ルという。老年ウラーンムチルは定年退職した職員らによって組織された民間文芸団
                                                   
14 物語をするモンゴル劇団を指す。ウリゲルをウリゲル・ドーともいう。この場合は叙事民歌を指す。 
写真 5 ウラーンムチルの隊員が牧畜民に公演を行っている
場面。出典：達・阿垃坦巴干,朱嘉庚（編）『ウラーンムチル
賛』内蒙古自治区烏蘭牧騎学会出版 2007年。 
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体である。この老年ウラーンムチルは、ジェリム盟（現・通遼市）政府幹部であった
ゲンデー老人によって組織されたものであるが、政府の支援は一切受けていない。 
 
4. 老年ウラーンムチルの創始者のゲンデー老人 
通遼市の老年幹部活動センターに定年を迎えた高齢者によって創られた老年ウラ
ーンムチルがある。この老年ウラーンムチルは政府によって組織された団体ではなく、
定年を迎えた老人たちの愛好者によって創られた組織である。それを組織した一人に
ワン・ゲンデー（王根徳）がいる。ウラーンムチルは、元々国家によって運営されて
いた芸術（歌舞）団体であるが、なぜ個人によって組織することができたのか。以下
では、ゲンデー老人が老年ウラーンムチルを組織した主な動機について明らかにした
い。 
 
4.1 ワン・ゲンデー老人の経歴 
ゲンデー老人は 1922 年 7 月の生まれで、今年（2018 年）95 歳になる（写真 6 を
参照）。通遼市フレー・ホショーのバインホア・ソムのフンデイ・ガチャ15の出身であ
る。1946 年 1 月に中国共産党の指導で新四軍第三師団フレー分隊に入隊し、兵站部
に所属した。1946 年 2 月に東モンゴル人民自治軍のアスガン将軍がフレー・ホショ
ーに来て、第二師団第十四軍団を組織した。ゲンデーはこの第十四軍団の兵站部で主
任として働いた。1946 年 3 月にフレー・ホショーに民主連合政府が成立した。ゲン
デーの所属する軍団長は彼をホショー政府で働かせ、前線への支援を命じた。ゲンデ
ーは課せられた任務を全うし、立派な業績を挙げたため、1960 年に幹部らはその業
績をたたえ、中国共産党へ入党させたという。その後、ジェリム盟（通遼市の旧称）
の行政公署弁公室（事務室）に所属し、行政秘書長、科長を経て、1984 年に定年を
迎えた。定年退職後、故郷へ帰り、農牧場で働き、農牧業を生業とした。 
                                                   
15 ガチャは村のモンゴル語の表記。 
写真 6 ワン・ゲンデー夫婦 出典：2016年 3月、筆者の撮影。 
 
 76 
2000 年、ゲンデー老人は身体の不調を覚え、健康を考えて再び通遼市の家に戻っ
てきた。しかし、青年の頃から文化活動に興味を持っていたため、2000 年の 8 月に
妻の鄭貴蘭やほかの定年を迎えた老人たちに呼びかけ、老年ウラーンムチルを組織し
た。老年ウラーンムチルの活動は、通遼市の老年幹部活動センターで行われている。
このセンターには舞踊隊、声楽隊、民謡隊、民楽隊、管楽隊、秧歌舞（ヤンガーウー）
隊など 200 人以上の人が在籍している。隊員らの平均年齢は 61 歳である。彼らは芸
能に秀いでた人々から成っている。彼らは元々、歌舞が好きで、健康のためにも参加
したりするという。 
「老年ウラーンムチルが 2000 年に成立して以来、15 年を経て 100 以上の演目を
編集し、公演した。民族と地域の特色がある演目が突出しているが、愛党、愛国、愛
郷や、現在の幸せな生活を賛美した演目も多い。公演は 2015 年まで 200 回以上行わ
れ、市、区、機関単位の好評を得ている。また、公演を通して各族の人民にホルチン
草原への愛を訴えている。改革開放の素晴らしさを讃え、この輝かしい時代を愛する
ように訴えている」（『再鋳輝煌』編輯委員会 2015：17）。 
 
4.2 老年ウラーンムチルの活動 
上述したように、老年ウラーンムチルは 15 年間にわたり様々な活動に参加し、様々
な演目を創作している。続いて、ゲンデー老人の 15 年間の活動を中心にその演目は
具体的にいかなるものであったのかを分析する。こうした分析によって、個人的な組
織である老年ウラーンムチルが、国立のウラーンムチル芸術歌舞団とどのような相違
点を持っているのかを検討する。そして、なぜ個人はウラームチルを組織する必要が
あるのかについて解明する。表 1 は、老年ウラーンムチルの公演と演目、及び社会活
動に関する年表である。 
 
表 1 老年ウラーンムチルの 2001 年―2015 年の公演及び社会活動 
年次 主な活動の内容 
2001 建党 80 周年記念公演に参加、120 人の大合唱、国慶演出など 
2002 春節に党校で二重唱を歌い、「オーボでの出会い」などを演じた 
2003 建軍 76 周年記念軍民聯歓会に参加し、科左後旗、ホルチン・ホテルなどで公演した 
2004 「慶祝自治区域法発布実施 20 周年」で文芸公演を行い、「軍の姉妹」などを歌った 
2005 
第一回全区職工舞踊大会に参加、宣伝部長との交流、マカオ公演、「金蓮花賞」など
を受賞した 
2006 
シンガポールで「胡姫花賞」受賞、マレーシアで公演、内モンゴル自治区で「十の傑
出民間芸術団」と評価された 
2007 
「ガーダー・メーリン」が上海金玉蘭賞を受賞、「祝福草原」のアンダイ踊りが金賞
を受賞した 
2008 
韓国で行われた第四回「ソウル・カップ」の芸術大会で「ヌンジヤ」と「美しい草原
の我が家」が最高賞を受賞、内モンゴル第十一回運動会で秧歌舞を演出した 
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2009 
通遼市政府の主催した建国 60 周年の「愛国歌曲をみんなで歌おう」大会で 120 人の
合唱を組織し、「優秀賞」を受賞。八ヵ省区の通遼市で行われた「モンゴル王カップ」
の民謡・ウリゲルのテレビ大会で民謡の「メデレマ」が準優勝 
2010 
第八回シンガポール世界「金獅賞」芸術祭でアンダイ踊りの「綺麗な草原」が最高賞、
舞踊の「ガーダー・メーリン」が金賞、女性独唱の「牧民が共産党を歌おう」が金賞、
男声独唱である民謡の「金珠爾」が金賞を受賞した 
2011 
第六回台湾世界老年「金百合花賞」芸術祭で、アンダイ踊りの「祝福草原」、民謡の
「バイホゲゲ」、「ウユーダイ」、「白玉蘭」などが最高賞と金賞を受賞した。北京の「盛
世歓歌」中老年芸術祭で「貴方たちに贈る素晴らしい祝福」が金賞を受賞した。四胡
の「万年歓」と女声独唱の「ウユーダイ」が銀賞を受賞し、女声小合唱「ガール」が
上演賞を受賞した 
2012 
通遼市民謡祭で「メデレマ」が優秀賞を、第二回「盛世歓歌」の中老年芸術大会で「歓
迎するホルチン草原」を公演した。郷村での文化公演が 50 回で、2 万人の観客を集
めた 
2013 
雲南省のシーサンパンナや台湾で公演し、海南省で「中国の夢・夕陽の美」に参加し
た 
2014 
革命聖地井岡山の「中国の夢・夕陽の美」大会で「盅碗舞」と「アンダイ踊り」が金
賞を受賞した。「良い人王娜に学ぶ」とやけどの少女を慰問する活動を行った。「老年
ウラーンムチルが大愛の新曲を綴る」が中国中央電視台の「経済の声」で報道された 
2015 
秧歌舞が優秀賞を受賞した。モンゴル語と中国語で市のテレビ局で演目を録画し、放
送した 
出典：『再鋳輝煌』2015 年：17－19 を参考に筆者作成 
 
以上の表からわかるのは、老年ウラーンムチルは常に党と国家の大型文芸公演に参
加していることである。「老年ウラーンムチルは建党、建軍、国慶などの大型文芸公
演に参加し、『軍の姉妹』、『戦士帰還』などを公演している。また『三・八女性節』、
『五・一国際労働節』（メーデー）、『七・一建党節』、『八・一建軍節』、『十・一国慶
節』（建国記念日）などの行事にも積極的に参加し、文芸演目を編集し、録音・録画
をしている」（『再鋳輝煌』編輯委員会 2015：19）。老年ウラーンムチルは、国家の
運営しているウラーンムチルと変わらず、党と政府の方針・政策を讃えた「愛国歌曲
をみんなで歌おう」、「中国の夢・夕陽の美」などの演目を作成し、国や社会主義イデ
オロギーを宣伝する歌舞である「牧民が共産党を歌おう」などを演じる。その一方で、
モンゴル人の民謡である「ガーダー・メーリン」、「センゲリンチン」、「ウユーダイ」、
「アンダイ踊り」などの歌舞も演じる。公演では中国革命の聖地である井岡山などへ
行き、革命を懐かしみ、紅歌舞を演じる（写真 7 と 8 を参照）。さらに韓国、シンガ
ポール、マレーシア、マカオなど国際的な芸術大会にも積極的に参加し、「我々の好
きなウラーンムチル」を世界の舞台で公演する。老年たちは、ウラーンムチルの芸術
舞台を利用し、「文化」を資源として活用する。老年ウラーンムチルのこうした活動
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について『通遼市日報』は、「彼らは、余暇の時間を使い、歌、踊りや曲を編集し、
社会主義の幸福な生活を賛美し、モンゴルの民族的特徴である歌舞を継承することに
努力している」（『通遼市日報』2007 年 7 月 1 日）と報じている。 
 
老年ウラーンムチルは個人による組織であるが、国家運営のウラーンムチルとほぼ
同様の組織である。公演の活動、内容、主体は全く変わらない。だが、国家組織のウ
ラーンムチルと異なり、ウラーンムチルの基本機能である四つの機能をすべて実現し
ているとは言えない。公演と宣伝に積極的に参加し、その機能を果たしていくが、奉
仕と指導には参加できない。こうした点では、国家運営のウラーンムチルと相違点を
持っている。老年ウラーンムチルは個人の興味と健康のためにも創られている。彼ら
の年齢と健康を考えれば、奉仕（労働）するには限界がある。しかし、彼らは奉仕と
指導に全く関心がないというわけではない。逆に、いつでも奉仕したいという気持ち
がある、というのが隊員たちの思いである。身体を動かし、民衆と一緒に労働はでき
ないが、精神的に奉仕することならできるという。老年ウラーンムチルの成立 15 周
年を記念し、『再鋳輝煌』（再び輝く）という本が作られた。この本は彼らの 15 年間
の活動記録であり、その中では、「2014 年に『良い人王娜に学ぶ』（向好人王娜学习）
の公演活動を行い、やけどした少女を慰問し、その精神を励ますために 1 万元の援助
を行った。こうした活動によって隊員たちの芸術への気持ちや精神が鼓舞され、お互
いの勉強にもなった」（『再鋳輝煌』編輯委員会 2015：19）と述べられている。 
 
4.3 社会に貢献する精神 
定年退職した官員であったゲンデーがウラーンムチル芸術団体を組織したのは、単
に興味だけでなく、社会に貢献したいという思いがあったからという。その思いは、
上に引用した『通遼市日報』の記事にもある通り、「社会主義の幸福な生活を賛美し、
モンゴル民族特有の歌舞を継承することに努力する」に至る。すなわち、彼は、この
舞台は社会主義の発展にも寄与し、モンゴル人の伝統文化の継承にも有益であると考
えたのである。しかし、彼はすでに定年退職していたにもかかわらず、なぜこうした
考え方を持ったのか。それはつまり、学校の教科書から社会の実践に至るまで行われ
写真 7 老年ウラーンムチルの井岡山での公演    写真 8 リハーサル 2016年 3月、筆者の撮影。 
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ていた大衆路線教育の影響があったからと考えられる。はじめに述べたように、大衆
路線教育は、学校では、歴史・政治・哲学・言語の授業を通じて勉強させられる。社
会では政治・社会教育として定期的に行われる。大衆路線教育は社会主義イデオロギ
ーとしての政治宣伝でありながら、また「英雄的」、「模範的」人物に学ぶ教育でもあ
る。後者を改めて言うなら、それは社会的に貢献する精神を育成するための教育であ
る（写真 9 を参照）。また、本稿では言及していないが、大衆路線教育と並んで、社
会主義イデオロギーへの宣伝として、もう一つの教育がある。それが愛国主義の宣伝
教育である。本章の「ウラーンムチル活動」において言及した「軍の姉妹」、「戦士帰
還」、「愛国歌曲をみんなで歌おう」、「中国の夢・夕陽の美」などについての彼らの思
い出は、おそらくこうした教育に影響されたものであろう。 
上述したように大衆路線教育であれ、愛国主義の宣伝教育であれ、それはすべて社
会主義国家のイデオロギー的な教育であり、どちらも党や、政府が指示した毛澤東ら
のような国家のトップ・エリート、あるいは張思徳、焦裕禄らのような「英雄的」、「模
範的」人物から学ぶことである。 
 
特に、政府の官員たちに対しては、その思想的立場が党の方針と一致するよう強制
的な指導が行われる。こうした教育にはゲンデー老人も例外なく影響された。ゲンデ
ー老人はこう語った。「私は兵站部から政府での仕事を経て、ずっと『毛澤東語録』
と大衆路線を中心に社会教育を受けていた。そして生きている間に社会へ貢献して行
きたいと考えた」。彼のこうした考え方は、彼を「模範的」な人物へと育てたのであ
る。以下では、彼にとっての社会的に貢献する精神は、いかなるものであったのかに
ついての分析を試みる。 
1987 年、盟政府は、政府前のバス停建設に当たり、資金不足で困っていた。ゲン
デー老人はこの情報を聞くと、すぐに2,000元を援助した。公共のバス停ができると、
政府の同志たちは「定年退職した老人ゲンデーの援助で建てられたバス停」という看
写真 9 通遼市の経済技術開発区の慈愛静養院での慰問活動 
出典：老年ウラーンムチル隊員の李明宝の提供により 
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板をバス停に付けた。1991 年、フレー・ホショーの政府は無線電信の工事で財政が
逼迫し、困ってホショー出身の立身出世した官員らに手紙を書いた。この情報を得た
ゲンデー老人はすぐに 1,000 元を出して援助した。個人的な援助では他の誰にもでき
なかった高額の寄付だった。1995 年にはホルチン左翼後旗ノゴスタイ・ソムのノミ
ンタラー・ガチャの小学校が洪水に流され、学校を建て直すための費用に困っている
ことを聞きつけた。ゲンデー老人はまたまた 1,000 元を出し、かつ、通遼市の「次世
代への支援委員会」の人たちに呼びかけて 7 万元を集め、そして、ノミンタラー希望
小学校を建てたのである（『内モンゴル日報』2008 年 4 月 7 日）。彼のこうした社会
的貢献への思いについて、妻の鄭貴蘭は以下のように語っている。 
 
   私たちがウラーンムチルの団体を組織したのは、社会に貢献したい気持ちがあ
ったからこそである。こうした活動をする場合、絶対に社会的貢献をする精神が
欠けてはならない。定年後に、私たちの家屋は取り壊されたため立ち退く必要が
あった。ちょうどその時、ウラーンムチルの団体を組織したのである。しかし、
新しい家を買うのか、ウラーンムチルを存続させるのは両立できなかったため結
果、新しい家を買わずにウラーンムチルを存続させたのである。当時、ウラーン
ムチルを立ち上げる資金は三十数万元ほど掛かった。仮に、家を買うとしたら、
この資金で十分だった。私たちはウラーンムチルを存続させ、自分らは賃貸住宅
に入り、そこで、5 年間住み続けた。私たちは物質的にも、精神的にも大きな犠
牲を払った。こうした場合は社会に貢献する精神がなければならない。仮に、こ
のような精神がなかったとしたら、今日のウラーンムチルは存続されていなかっ
ただろう。 
 
ゲンデー老人も続いて語った。「仮に、私たちがこのような精神を堅持していなか
ったら、今日のウラーンムチルはなかったはずだ。通遼市の民族文化を世界の舞台で
演じることもできなかった。そうした精神を今日まで堅持したからこそ、私たちの老
年ウラーンムチルは国際的にも一定の影響力を及ぼすようになったのである。去年か
らウラーンムチルの団長を若い人に譲った。これからも、若い人によって我々の文化
を世界の舞台でもっと多くの人に広めていきたい」。都市にあったウラーンムチルは
1980 年代に解散したにもかかわらず、ゲンデー老人は個人で資金を集めて新たなウ
ラーンムチルを立ち上げた。この事実から、ゲンデー老人の文化活動に対する社会的
貢献への思いがいかに強かったのかが分かるのである。 
 
おわりに 
本稿では、中国共産党の大衆路線教育に影響されたモンゴル人の文化活動について
検討した。そのため、まず大衆路線教育とは何かについて明らかにしたものである。
大衆路線教育とは、文字通り大衆向けの教育を指す。特に中国では、マルクス・レー
ニン主義を中心に、毛澤東思想、鄧小平理論と言った国家のトップ・エリートの講話
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内容から学ぶ政治・社会教育を指す。同時にそれは、彼らによって認定された「英雄
的」、「模範的」人物から学ぶ教育である。共産党は、マルクス・レーニン主義を実施
することによって共産主義社会が実現すると確信するからである。そのため、大衆を
対象とした農民、労働者を含む様々な人に教育する。さらに、こうした教育を徹底す
るため、「大衆の中から大衆の中へ」と謳い、大衆の中に様々な「模範的」な人物を
育成し、彼らの事例を基に教育する。 
本稿は中国のこうした大衆路線教育の影響下でのモンゴル人の党員・官員であるワ
ン・ゲンデー老人の思い出を中心に、老年ウラーンムチルの文化活動について分析し
たものである。特に、彼らが、その文化活動の場所としてウラーンムチルを選択した
ことに注目した。内モンゴル自治区では様々な国立歌舞団体があるにもかかわらず、
彼らはウラーンムチルという名前で活動を続けている。この疑問を解くため、老年ウ
ラーンムチルの 2001 年から 2015 年までの活動内容と公演演目を詳細に分析した。
その結果によれば、個人によって創設されたウラーンムチルは、国立ウラーンムチル
と本質的に変りのないものであった。彼らにとって、ウラーンムチルは他の歌舞団体
と異なり、四つの機能を持つものである。つまり、公演を行いながら、政治を宣伝す
る場所である。また、彼らは奉仕と指導にも注目していた。実際のところ、定年退職
した彼らは、政治宣伝を行わなくても活動を続けることができると考えられる。しか
し、彼らは定年退職したにもかかわらず、党と政府の政策宣伝に携わっている。彼ら
は積極的にウラーンムチルという名前をつけて、国家・政府の方針・政策に合わせて
演目を作っている。彼らは国慶節や五一労働節などを機に政府の方針・政策を讃えた
「愛国歌曲をみんなで歌おう」、「中国の夢・夕陽の美」、「牧民が共産党を歌おう」な
どの演目を作りながら、一方でモンゴル人に人気を博すために地域の特徴を表した
「ガーダー・メーリン」、「センゲリンチン」、「ウユーダイ」、「アンダイ踊り」などの
モンゴル人の好きな民謡・舞踊を演出している。 
老年ウラーンムチルの根底は、定年退職者の興味や健康のために作られた歌舞団体
である。しかし、彼らはなぜ党と政府の政策宣伝にも積極的に携わって行くのか。彼
らは、大衆路線教育をしっかりと受けたからである。大衆路線教育は彼らにとって貢
献する精神を育成するための原動力である。大衆路線教育は彼らにとって、「国のた
め」、「人民のため」、「社会のため」と言われた、皆のため、大衆のために個人の利益
を考えずに貢献する精神である。彼らにとって、個人というより集団の利益、個人主
義というより国家主義や集団主義の利益が強調されるからである。こうした中では、
当然、国家の政策が重要視される。また、党員・官員である以上、国家の政策を真っ
先に知り、勉強し、実行していくのも彼らの役割である。 
ヘラー（1976）は、大衆は、偶然的或いは非偶然的人間の集まりであるという。ゲ
ンデー老人は共産党の新四軍と逢い、兵站部で働いたことは偶然であろう。しかし、
彼はそうした人間の集まりにより、大衆路線教育を受けたことはまさしく共産党の集
団化、社会化、全体化した非偶然的な過程であると考える。 
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さらに、彼らの活動している場所は、通遼市の老年幹部活動センターである。老年
幹部活動センターとは、国が定年退職した政府の党員・官員らのために作ったセンタ
ーである。このセンターは、定年退職した党員・官員らの健康をサポートするための
運動やトレーニングを行う場所でありながらも、彼らにとっての国家の方針・政策と
いった政治教育を学ぶ場所でもある。また、この場所は彼らの精神をサポートするた
めの文化や娯楽活動を行う場所でもある。こうした中で、彼らはウラーンムチルとい
うモンゴル人に馴染みしやすい名前を使って活動を続けていると考える。当然、ほか
の歌舞団体の名前を利用して活動を続けることができるが、知名度や普遍性と言った
側面では、ほかの歌舞団体はウラーンムチルより人気ではない。先行研究から、ウラ
ーンムチルはモンゴル族の地域だけでなく、チベット族、チワン（壮）族の地域まで
に広がっていることが分かる。さらに、「少数民族に限らず、漢族地域での事象を表
現する際もオラーンムチルが普遍名詞として用いられる」（シンジルト 2010：201）。
こうした様々な理由により、定年退職者は老年ウラーンムチルという名前を使ったと
考えられる。 
ウラーンムチルは彼らにとって、興味と健康を保障する場所でありながら、社会的
に奉仕する精神を育成する場所でもあった。ゲンデー老人の妻である鄭貴蘭が、「家
を買うのか、ウラーンムチルを存続させるか」という二者択一において、家を買わず
に、ウラーンムチルを存続させたことは、彼らの社会的に奉仕する精神から成り立っ
たものと考える。また老年ウラーンムチルの「良い人王娜に学ぶ」活動を行い、やけ
どした少女を慰問した行動、バス停の建設への援助、希望小学校の建設への援助など
はすべてこうした教育での影響である。 
最後に、ゲンデー老人のウラーンムチルを組織したのは個人の興味や健康のためで
あるという行為に改めて注目したい。トリアンディスが「個人は、個人主義的認知要
素と集団主義的認知要素の両方を備えている」という。彼のこうした行為も、個人主
義的認知要素と集団主義的に認知要素を備えている。しかし、本質的な個人主義と言
う場合は、自分は集団と無関係ではないことになる。当然ながら、彼は自分の嗜好（興
味）、要求などによる自分自身の目標を優先させたわけではない。むしろ彼は一族（モ
ンゴル族或いは中華民族）、国（中国）による規範・義務に動機づけられ、集団の目
標を優先させ、集団の団結を重視する。当然、デュモンの分析する「個人」が至上の
価値となったというより、一つの全体としての社会に価値が見いだされている全体
論・全体主義にも近いだろう。 
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